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平
成
26
年
度
決
算
か
ら
見
る

ま
ち
の
財
政
事
情

　

平
成
26
年
度
の
町
の
決
算
が
9
月
第

3
回
町
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
月
は
昨
年
度
、
町
の
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

１
、
一
般
会
計

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の

決
算
は
、
歳
入
総
額
44
億
３
，
５
９
６

万
９
千
円
、
歳
出
総
額
40
億
９
，
２
３

０
万
８
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
３
億

４
，
３
６
６
万
１
千
円
で
、
こ
の
う
ち

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
は
１
億

７
，
５
９
３
万
３
千
円
で
、
実
質
収
支

が
１
億
６
，
７
７
２
万
８
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
で
は
、

４
億
６
，
７
０
３
万
４
千
円
、
率
に
し

て
１
１
．
８
％
の
増
、
歳
出
で
は
、
３

億
２
，
９
２
４
万
３
千
円
、
率
に
し
て

８
．
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳　
入

　

歳
入
で
は
、
町
税
、
分
担
金
及
び
負

担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収

入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸

収
入
の
自
主
財
源
が
８
億
９
，
９
６
０

万
４
千
円
で
全
体
の
２
０
．
３
％
で
、

前
年
度
比
２
，
２
１
３
万
１
千
円
、
２
．

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
共
施
設
整
備
基
金
や
震
災
復
興
基

金
、
只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
復
興
基
金

等
を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
入

金
で
前
年
度
比
１
億
５
，
６
７
０
万
９

千
円
、
１
８
３
．
６
％
の
増
と
な
っ
た

た
め
で
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
、
地

方
譲
与
税
、
国
県
支
出
金
、
地
方
債
等

の
依
存
財
源
は
、
35
億
３
，
６
３
６
万

５
千
円
で
全
体
の
７
９
．
７
％
を
占

め
、前
年
対
比
４
億
４
，４
９
０
万
３
千

円
、１
４
．４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
は
、
町
民
税
で
、
法
人
の
連
結

納
税
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、
前
年
度

比
１
，
２
９
８
万
７
千
円
、
１
２
．

２
％
の
増
で
１
億
１
，
９
２
１
万
６
千

円
、
固
定
資
産
税
で
、
前
年
度
比
22
万

７
千
円
、
０
．
１
％
の
増
で
２
億
３
，

９
４
８
万
３
千
円
と
な
り
、
町
税
全
体

で
は
３
億
９
，
６
４
３
万
３
千
円
と
前

年
度
比
１
，
１
１
６
万
３
千
円
、
２
．

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付

税
で
18
億
３
，
１
３
２
万
５
千
円
と
前

年
度
比
７
，
９
５
４
万
３
千
円
、
４
．

２
％
の
減
、
特
別
交
付
税
が
１
億
４
，

１
４
９
万
５
千
円
と
前
年
度
比
１
６
５

万
７
千
円
、
１
．
２
％
の
増
と
な
り
、

地
方
交
付
税
全
体
で
19
億
９
，
３
３
２

万
６
千
円
、
前
年
度
比
８
，
０
７
５
万

２
千
円
、
３
．
９
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
依
然
と
し
て
自
主
財
源
に
乏
し

い
、
国
・
県
に
依
存
す
る
割
合
の
高
い

財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

○
歳　
出

　

次
に
歳
出
（
性
質
別
）
で
は
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費

が
11
億
７
，
１
７
０
万
７
千
円
で
前
年

対
比
２
億
２
，
１
２
８
万
８
千
円
、
１

５
．
９
％
の
減
と
な
り
、
歳
出
全
体
の

２
８
．
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
繰
上
償
還
の
皆
減
等
に
よ

り
公
債
費
が
前
年
度
比
２
億
５
，
８
２

０
万
９
千
円
、
３
７
．
４
％
の
減
と
な

り
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
皆
増
等
に
よ
り
扶

助
費
が
前
年
度
比
２
，
１
３
２
万
７
千

円
、
１
６
．
３
％
の
増
と
な
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
災
害
復

旧
事
業
費
で
２
，
３
７
８
万
６
千
円
、

前
年
度
比
１
億
６
，
４
６
４
万
９
千

円
、
８
７
．
４
の
％
の
減
、普
通
建
設

事
業
費
で
12
億
３
，
９
８
０
万
３
千

円
、
前
年
度
比
７
億
６
７
７
万
４
千

円
、
１
３
２
．
６
％
の
増
と
な
り
、
投

資
的
経
費
全
体
と
し
て
前
年
度
比
５
億

４
，
２
１
２
万
５
千
円
、
７
５
．
１
％

の
増
で
12
億
６
，
３
５
８
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
投
資
的
経
費
の

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
３
０
．

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
で
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
等
に
よ
り
前

年
度
比
１
億
５
，
１
６
０
万
２
千
円
、

３
２
．
４
％
の
増
、
補
助
費
等
で
は
、

只
見
線
復
旧
復
興
基
金
積
立
事
業
負
担

金
、
只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
生
活
再
建

地方交付税
1,993,326
（44.9%）国庫・

県支出金
707,508
（16.0%）

地方債
730,344
（16.5%）

町税
396,433
（8.9%）

繰入金
242,084（5.5%）

使用料・手数料
45,382（1.1%）

地方譲与税
54,532（1.2%）

その他の交付金
50,655（1.1%）

繰越金
129,870（2.9%）

その他の収入
85,835（1.9%）

依存財源

自主
財源

歳入歳出 44億 3, 596万9千円
（前年度比11. 8 %増）

40億 9, 230万8千円
（前年度比 8 . 7 %増）

町税 3億9, 643万3千円

単位：千円（構成比）

歳入用語の説明
地方交付税…………国から財源不足の地方に交付されるお金
地方債………………特定の目的のために、国や銀行から借り入

れるお金
国庫・県支出金……特定の目的のために、国・県から交付されるお金
地方譲与税…………国税として徴収した自動車重量税や地方揮

発油税の一部から町へ配分されるお金
町税…………………町民の皆さんや町内企業が町に納める税金
繰入金………………主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰入

れるお金
繰越金………………前年度から繰り越したお金
使用料及び手数料…各種施設の使用料や住民票の交付手数料など

町民税
119,216
(30.1%）

町たばこ税
25,844 (6.5%）

軽自動車税
9,843 (2.5%）

入湯税
2,047 (0.5%）

固定資産税
239,483
(60.4%）

単位：千円（構成比）

平成２６年度決算は過去１０年間の決算規模で、歳入歳出とも平成２４年
度に次いで２番目に大きくなっています。

5,000,000
4,500,000
4,000,000
3,500,000
3,000,000
2,500,000
2,000,000
1,500,000
1,000,000
500,000

0

（千円）

Ｈ17 18 19 20 21 22 23 24 25 26（年度）

歳入
歳出10年間の一般会計決算額の推移

総務費
723,809（17.7%）

公債費
432,218（10.5%）

議会費
61,143（1.5%）

民生費
985,209（24.1%）

土木費
528,356
（12.9%）農林水産業費

441,583（10.8%）

教育費
306,155（7.5%）

商工費
221,680（5.4%）

災害復旧費
19,494（0.5%）衛生費

192,681（4.7%）

消防費
179,980（4.4%)

歳出（目的別）用語の説明
民生費……………高齢者・障害者・児童などの福祉に使われるお金
総務費……………町政全般の管理等などに使われるお金
土木費……………町道、町営住宅などの整備や管理に使われるお金
農林水産業費……農林水産業の振興、農道・林道などの整備に

使われるお金
公債費……………町債（町の借金）の返済にあてるお金
教育費……………小学校・中学校などの教育、文化・スポーツ

の振興などに使われるお金
商工費……………観光・商工業の振興に使われるお金
衛生費……………住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
消防費……………消防、水防、災害対策に使われるお金
議会費……………議員の報酬や議会の運営に使われるお金
災害復旧費………災害被害の復旧に使われるお金

歳出（性質別）用語の説明
投資的経費……施設や道路の建設、災害復旧に使われるお金
物件費…………消耗品、光熱水費、電話料金、施設の管理委託

料などの消費的なお金
人件費…………職員の給料や議員報酬のお金
補助費等………消防署、ごみ処理施設の負担金や町の個人や各

種団体に交付する補助金など
繰出金…………国民健康保険や介護保険などの特別会計の事業

経費を負担するため支出するお金
扶助費…………児童手当てや高齢者・障害者の方を援助するた

めのお金
維持補修費……施設や道路を維持するため修繕に要するお金
積立金…………基金（預金）へ積み立てるお金

維持補修費
126,557（3.1%）

補助費等
490,423
（12.0%）

扶助費
152,021（3.7%）

物件費
619,503
（15.1%）

繰出金
384,803
（9.4%）

人件費
587,468
（14.4%）

公債費
432,218
（10.6%）

投資的経費
1,263,589
（30.9%）

投資及び
出資金・貸付金
13,000（0.3%）

積立金 22,726（0.5%）

歳出（性質別）　

単位：千円（構成比）支
援
事
業
補
助
金
と
事
業
復
興
再
開
支

援
事
業
補
助
金
等
に
よ
り
前
年
度
比

２
，
６
６
３
万
２
千
円
、
５
．
７
％
の

増
、
積
立
金
で
公
共
施
設
整
備
基
金
と

地
域
の
元
気
活
性
化
基
金
へ
の
積
立
の

皆
減
等
に
よ
り
前
年
度
比
１
億
８
，
２

６
６
万
７
千
円
、
８
８
．
９
％
の
減
と

な
り
、
全
体
で
前
年
度
比
８
４
０
万
６

千
円
、
０
．
５
％
の
増
で
16
億
５
，
７

０
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
の

２
及
び
地
方
財
政
法
第
７
条
の
規
定
に

よ
り
歳
計
剰
余
金
１
億
６
，
７
７
２
万

８
千
円
の
う
ち
１
／
２
以
上
の
額
を
、

平
成
27
年
度
に
お
い
て
地
方
債
の
繰
上

償
還
に
充
当
し
ま
す
。

単位：千円（構成比）
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２
、
特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、
町
が
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
条
例
で

設
置
す
る
会
計
で
す
。
町
で
は
国
民
健

康
保
険
や
介
護
保
険
、簡
易
水
道
事
業

等
、
10
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

各
特
別
会
計
の
決
算
額
状
況
は
「
平

成
26
年
度
特
別
会
計
の
決
算
状
況
」
表

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
主
な
増
減
要

因
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
で
高
額
医
療
費
の
減
等
に
伴
う

保
険
給
付
費
の
減
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
で
町
債
の
償
還
終
了
に
よ
る
公
債

費
の
減
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
、
地
方
債
の
残
高

　

一
般
会
計
で
は
平
成
14
年
度
が
残
高

の
ピ
ー
ク
で
し
た
が
、
近
年
は
定
期
償

還
に
加
え
て
繰
上
償
還
を
行
っ
て
お
り
、

新
規
の
借
入
額
よ
り
償
還
額
の
方
が
多

く
な
っ
て
い
る
た
め
残
高
は
減
少
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
負
担
金
事
業
等
の
借
入

に
よ
り
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
前
年
度

と
比
べ
３
億
５
９
１
万
１
千
円
増
の
31

億
４
，２
６
０
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
も
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
で
統
合
事
業
を
行
っ
て
お
り
借
入

を
行
い
ま
し
た
が
、
借
入
額
よ
り
償
還

額
が
上
回
っ
た
た
め
、
特
別
会
計
全
体

で
前
年
比
１
億
２
，
５
８
８
万
６
千
円

減
の
18
億
６
，
５
５
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
特
別
会
計
で
は
、
今
後
、
過
去

に
発
行
し
た
町
債
の
償
還
が
順
次
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
高
は
年
々
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

４
、
基
金
の
残
高

　

平
成
26
年
度
は
財
政
調
整
基
金
へ

７
，６
３
７
万
５
千
円
を
積
立
し
、公
共

施
設
整
備
基
金
を
１
億
１
千
万
円
、
地

域
の
元
気
活
性
化
基
金
を
３
，
２
０
１

万
６
千
円
、
震
災
復
興
基
金
と
只
見
川

流
域
豪
雨
災
害
復
興
基
金
を
９
，
０
５

０
万
８
千
円
取
り
崩
し
各
事
業
へ
充
て

た
た
め
、一
般
会
計
の
基
金
合
計
が
25
億

９
，１
９
０
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
特
別
会
計
で
は
国
民
健
康
保

険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
で
３
，
５
０

０
万
円
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
５
５

０
万
円
、
介
護
財
政
安
定
化
基
金
１
７

５
万
３
千
円
、
農
業
集
落
排
水
整
備
基

金
５
１
０
万
７
千
円
、
下
水
道
整
備
基

金
４
５
０
万
円
取
り
崩
し
各
事
業
へ
充

て
た
た
め
、
特
別
会
計
の
基
金
合
計
で

１
億
５
，
４
３
２
万
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
総
合

計
は
27
億
４
，
６
２
２
万
９
千
円
、
前

年
度
比
１
億
９
，
１
４
４
万
４
千
円
減

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
安
定
し
た
財

政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
基
金
の
適

切
な
積
立
て
及
び
取
り
崩
し
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

区分

会計名

歳　　　入 歳　　　出
平成26年度 平成25年度 差　引 増減率 平成26年度 平成25年度 差　引 増減率

土 地 取 得 事 業 142 4,521 △ 4,379 △ 96.9 60 4,379 △ 4,319 △ 98.6

国 民
健康保険

事業勘定 585,237 580,191 5,046 0.9 545,476 566,075 △ 20,599 △ 3.6

施設勘定 80,367 75,666 4,701 6.2 71,230 68,731 2,499 3.6

後 期 高 齢 者 医 療 50,545 49,617 928 1.9 49,218 49,101 117 0.2

介 護 保 険 448,663 431,480 17,183 4.0 423,299 418,231 5,068 1.2

簡 易 水 道 事 業 184,901 172,120 12,781 7.4 175,985 169,522 6,463 3.8

町営スキー場事業 3,823 12,864 △ 9,041 △ 70.3 3,729 12,687 △ 8,958 △ 70.6

農業集落排水事業 94,700 93,073 1,627 1.7 93,778 91,972 1,806 2.0

下 水 道 事 業 87,197 97,287 △ 10,090 △ 10.4 86,068 96,200 △ 10,132 △ 10.5

簡 易 排 水 事 業 2,757 2,023 734 36.3 2,487 1,810 677 37.4

林業集落排水事業 5,491 4,521 970 21.5 5,185 4,283 902 21.1

合　　　計 1,543,823 1,523,363 20,460 1.3 1,456,515 1,482,991 △ 26,476 △ 1.8

10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

（単位：千円）

特別会計地方債残高
一般会計地方債残高
基金残高

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 （年度）Ｈ26

平成26年度特別会計の決算状況 単位：千円、％

地方債残高・基金残高の推移（資料：地方財政状況調査）

年度
税目等 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

町 民 税 1,631,229 1,700,395 2,268,981 2,002,761 1,940,933 1,591,428 1,466,288 1,188,074 1,233,732 1,505,051
固 定 資 産 税 17,473,192 13,966,560 14,811,565 15,549,292 16,202,218 15,971,911 15,943,897 9,448,073 9,793,119 8,333,089
軽 自 動 車 税 214,800 186,600 182,600 182,664 128,200 84,000 111,200 104,800 110,400 89,600
特別土地保有税 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,329,700 0 0 0 0
町 税 合 計 22,695,121 19,229,455 20,639,046 21,110,617 21,647,251 20,977,039 17,521,385 10,740,947 11,137,251 9,927,740
農地災害分担金 62,424 457,120 149,543 0 0 0 176,610 0 0 0
保 育 所 負 担 金 966,570 914,570 876,570 843,110 929,710 871,910 817,710 915,100 812,500 774,940
住 宅 使 用 料 8,132,976 8,091,664 8,248,868 7,723,896 7,875,248 8,368,839 8,233,028 7,690,245 6,842,841 5,877,216
奨学資金貸付金 0 26,000 0 12,000 0 0 43,500 0 0 0
一 般 会 計 合 計 31,857,091 28,718,809 29,914,027 29,689,623 30,452,209 30,217,788 26,792,233 19,346,292 18,792,592 16,579,896
一 般 被 保 険 者 12,170,803 12,371,380 15,188,375 17,201,122 18,717,730 19,092,814 17,470,402 17,023,134 17,309,611 16,548,613
退 職 被 保 険 者 817,542 253,000 163,067 139,660 98,980 107,067 70,971 47,971 41,560 64,378
国民健康保険税合計 12,988,345 12,624,380 15,351,442 17,340,782 18,816,710 19,199,881 17,541,373 17,071,105 17,351,171 16,612,991
簡易水道使用料 25,366,361 27,474,444 23,910,492 23,421,777 23,213,515 23,155,015 15,325,482 12,804,749 11,789,923 9,958,124
農業集落排水使用料 146,850 240,780 393,020 663,220 638,380 759,390 388,540 476,020 460,150 420,470
公共下水道使用料 0 0 0 4,200 20,034 5,034 0 75,068 149,654 131,279
簡易排水使用料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
林業集落排水使用料 0 0 0 0 0 0
介 護 保 険 料 864,200 948,800 1,030,100 1,087,400 1,106,900 1,177,800 1,350,710 1,283,210 1,394,900 1,662,300
後期高齢者保険料 56,200 89,200 74,200 82,800 30,600 0 414,000
全 会 計 合 計 71,222,847 70,007,213 70,599,081 72,263,202 74,336,948 74,589,108 61,481,138 51,087,044 49,938,390 45,779,060

※平成２６年度町税等滞納繰越額は、前年度から約４，１５９千円減少しています。これは、回収不可能分を不能欠損した
こと、平成２２年に発足した会津地域地方税滞納整理機構加入による滞納処分の強化及び滞納者に対するきめ細かな
訪問等によるものです。
　　今後も滞納にならないよう納税・納付者の自主的納税意識の啓発を図りながら、定期的な督促を行い、現年度の
収納率を高めていきます。また、滞納者には夜間徴収等の徴収強化に努めることはもちろんのこと、預金・債券等
の差押、水道等の使用停止、連帯保証人への納入依頼等町の貴重な収入財源の確保と納税者等との公平性を保つた
め毅然とした態度で滞納整理を実施します。

町税等滞納額の推移 単位：円

柳津町健全化判断比率の状況

※平成26年度の決算に基づく算定の結果、柳津町ではいずれの指標も基準を大幅に下回る良好な数値となっていま
す。表中の「－」とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率では「黒字」を、将来負担比率では「負担なし」を、資
金不足比率では「不足なし」を意味します。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

各財政指標の
解 説

普通会計等の実質赤字額の
標準財政規模に対する比率

全会計を対象とした実質赤
字額の標準財政規模に対す
る比率

普通会計等が負担する地方
債元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対
する比率

普通会計等が将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政
規模に対する比率

平 成 26 年 度 － －   5. 0 －
平 成 25 年 度 － －   6. 7 －
平 成 24 年 度 － －   8. 0 －
平 成 23 年 度 － － 10. 4 －
早期健全化基準 15. 00 20. 00 25. 0 350. 0
財政再生基準 20. 00 30. 00 35. 0

◆健全化判断比率� 単位：％

◆資金不足比率（公営企業ごとの資金不足の比率）� 単位：％
簡易水道事業
特 別 会 計

町営スキー場
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

簡易排水事業
特 別 会 計

林業集落排水
事業特別会計

土地取得事業
特 別 会 計

平成 26 年度 － － － － － － －
平成 25 年度 － － － － － － －
平成 24 年度 － － － － － － －
平成 23 年度 － － － － － － －
経営健全化基準 20. 0
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9
月
5
日
（
土
）
に
、
町
及
び

町
消
防
団
主
催
の
も
と
、
石
坂
・

椿
・
一
王
町
・
安
久
津
地
内
・
只

見
川
で
平
成
27
年
度
柳
津
町
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、『
台
風
の
接
近
に
伴

う
大
雨
と
震
度
6
強
の
地
震
に
よ

り
、
土
砂
崩
れ
や
火
災
が
発
生
し

た
』
と
い
う
想
定
で
、
各
関
係
機

関
及
び
地
区
住
民
の
方
々
が
参
加

し
、
避
難
誘
導
訓
練
、
通
報
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
情
報
収
集
訓

練
、
消
火
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
期
消
火
訓
練
で
は
、
町
消
防

団
や
会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張

所
署
員
の
指
導
の
も
と
、
消
火
器

を
使
用
し
た
消
火
訓
練
や
地
区
住

民
で
協
力
し
な
が
ら
消
火
栓
か
ら

の
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
訓
練
の
積
み
重
ね
が

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
や
町

全
体
の
防
災
力
・
防
災
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

柳
津
町
防
災
訓
練

消火器を使用した初期消火訓練（椿地区）

消火器を使用した初期消火訓練（石坂地区）

通報訓練（椿地区）

消火栓を使用した初期消火訓練（椿地区）

防災ヘリによる山林火災消火訓練（只見川）

消防団による消火訓練（椿地区）

消火栓を使用した初期消火訓練（石坂地区）
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 斎藤清の木版画作品�
� 「雨、パリ（A）」を寄贈いただきました
　８月２８日（金）、斎藤清を偲ぶ会から故斎藤
清氏の木版作品「雨、パリ（Ａ）」を寄贈いただ
きました。同作品は斎藤清が昭和３４年に渡米
した際に描いたスケッチを基に製作したもので
す。
　寄贈式は柳津町役場町長公室で行われ、斎藤
清を偲ぶ会の小川茂正氏と佐藤一大氏が訪れま
した。作品は斎藤清美術館に収蔵されます。井
関町長は「これからも美術館を大切にしながら
多く人に見てもらいたい」と謝辞を述べました。

 地域の良さを発掘・発信！�
　９月１５日（火）せいざん荘において、「中
学生考案　西山温泉たまごメニュー」試食会が
行われました。
　西山中学校では、地元の良さを再発見し、そ
の良さを発信することや、魅力ある故郷にする
ための創造活動に取り組んでいます。
　今回は西山の特産品である「西山温泉たま
ご」のおいしさを多くの人に味わってもらおう
と、「西山温泉たまご」を用いたメニューを西
山中学校の生徒が考案し、せいざん荘職員らに
よる審査を通過した４つのメニューを中学生
や町関係者で試食する機会を設けました。
　西山地熱カレー及びヘルシー温玉うどんの
２品は１０月１日よりせいざん荘の新メニュ
ーとして提供されます。

 奥之院弁天堂茅葺屋根葺き替え　　　　
� 保存修理工事
　国指定重要文化財である奥之院弁天堂の茅屋
根葺き替え保存修理工事が７月いっぱいで終了
しました。この工事は、先人から受け継いでき
た歴史的建造物である弁天堂を修理して健全な
状態に戻し、次世代に継承して行く作業です。
　弁天堂は室町時代・応永頃（1394～1427）
に建立されたと推定されており、今後も地域の
資産として活用されながら、後世へ大切に受け
継がれていくことを願います。

 いつまでも元気に楽しく！�
　９月１２日（土）に柳津中学校体育館（本庁地
区）、９月１３日（日）に西山小学校体育館（支
所地区）で敬老会が開催され、７５歳以上の方々
４１６名の健康と長寿を祝いました。
　また、今年は結婚５０周年を迎えた金婚の方々
が８組おり、本庁地区では田﨑榮一・榮子さんご
夫妻が、支所地区では鈴木重正・スミヨさんご夫妻が代表して表彰されました。
　ステージでは保育所の子どもたちや柳津スポーツ民踊クラブ、劇団　要（かなめ）のみなさんに
よるアトラクションが行われ、会場はたくさんの拍手と笑顔で包まれていました。

審査を通過したメニュー

温玉さくら丼

西山地熱カレー

ヘルシー温玉うどん

西山の山菜ときのこの豆腐
温泉たまごのせ

頑張る人にズームイン
みなさんの「ホット」するような情報を
お知らせください。取材にお伺いします！
◎総務課企画財政班☎42‒2112

赤べこ新聞社
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問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１８

　春の総合健診では、４３７名（５１％）の方が特定健診を受診していただきました。ありがとうご
ざいました。
　柳津町では、特定健康診査の受診率の目標を６５％としています。特定健康診査は、『メタボリッ
ク症候群や高血圧・糖尿病・脂質異常症の発症予防』及び『生活習慣病が重症化して発症する脳
血管疾患、心疾患、腎不全を予防』する事を目的として行っています。より多くの方が、特定健
診を受診し、入院費用が高額となる、心疾患や脳血管疾患などの重い病気を予防することで、 
将来的には町国保の医療費負担の軽減につながっていきます。

柳津町では特定健診受診率６５％を目指しています！

　あなたの地区は、
あと何人で目標達成
でしょうか？
　各地区の特定健診
の受診率６５％を目指
しましょう！！

　年代別の受診率をみると、これからの柳津町を担う世代の40代・50代の方の受診率が低い傾向
にあります。
　生活習慣病の予防及び重症化を予防するためには、若いころから健診を受け、健診の結果を経
年的に見ていく事が重要です。正常値であっても、年々検査の値が悪くなっている所があれば、
要注意！　これまでの生活習慣を振り返り、できることから改善していくことで、生活習慣病を
予防する事ができます。

１０月１８日（日）に秋の総合健診を実施いたします
　秋の総合検診で特定健診の受診を申し込まれた方、及び春の総合健診で特定健診未受診の
方に『受診録と特定健診受診券（ピンク色）』をお送りしますので、ぜひ受診してください。

　後期高齢の方及び１９歳～３９歳の方の基本健診、社会保険の被扶養者の特定健診（必ず受診
券と保険証を持参してください）及び、各種がん検診も受診できますので、この機会をご利
用ください。

　特定健診施設健診を申し込まれた方には、 ７ 月に『特定健康診査受診券
（黄色）』を送付しておりますので平成２８年 ３ 月３１日までに指定医療機関で
受診してください。なお、秋の総合健診でも受診できるよう『特定健診受診
券（ピンク色）と受診録』を送付いたします。
※病院で特定健診と同じ項目の検査を受けている方、個人で人間ドックを受
けた方や職場健診を受けられた方は、その結果をお知らせください。提出い
ただいた健診結果について、保健師・栄養士が説明させていただきます。
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平成27年度　特定健診（春）地区別受診率（柳津地区）
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平成27年度　特定健診（春）地区別受診率（西山地区）
受診率65％達成
まであと何人？

日　　時：１０月１８日（日）
受付時間：午前 ８時～ ９時３０分
場　　所：ふれあい館
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高
齢
者
交
通
事
故
防
止
大
作
戦
の
実
施

　

県
内
の
交
通
情
勢
は
、
発
生
件
数
、

死
者
数
、
傷
者
数
と
も
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
死
者
47
人
の
約
6
割
（
27
人
）

が
高
齢
者
で
、
う
ち
歩
行
中
が
9
人
・

自
転
車
乗
車
中
が
5
人
で
多
く
、　

そ

の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
没
後
、
暗
い
色
の

服
装
で
外
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
輪
車
で
運
転
中
の
高
齢
死

者
10
人
中
、
6
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
薄
暮

時
や
夜
間
の
重
大
交
通
事
故
が
多
発
す

る
時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）夕
暮
れ
時
と
夜
間
外
出
す
る
と
き

は
、
反
射
材
な
ど
の
着
用
や
、
自

転
車
の
前
照
灯
を
点
灯
す
る
。

（
２
）全
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

（
３
）飲
酒
運
転
の
根
絶

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

（
４
）運
転
す
る
際
は
、早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
原
則
上
向
き
ラ
イ
ト
の
励
行

な
り
す
ま
し
詐
欺
の
不
審
電
話
に
注
意

　

県
内
で
は
、
息
子
や
警
察
官
を
名
乗

る
不
審
な
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
電
話
に
は
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

（
１
）息
子
や
孫
か
ら
携
帯
電
話
番
号
を

変
え
た
と
の
電
話
連
絡

（
２
）息
子
や
孫
か
ら
風
邪
を
引
い
た
と

の
電
話
連
絡

（
３
）警
察
官
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
暗
号
番
号
を
聞
か
れ
た

（
４
）現
金
を
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
急
便

で
送
る
よ
う
に
言
わ
れ
た

問　
会
津
坂
下
警
察
署

　
　

☎
０
２
４
２
︱
８
３
︱
３
４
５
１

　

10
月
19
日
（
月
）
〜
25
日
（
日
）
の

一
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関

し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心

配
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望

し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
柳
津
町
を
担
当
す
る

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
一
ノ
瀬
信
夫

さ
ん
（
麻
生
）
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
と
お
り
「
特
設
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

秋
の
行
政
相
談
週
間

・
10
月
19
日
（
月
）

　

ふ
れ
あ
い
館 

会
議
室

・
午
前
10
時
～
正
午
12
時

問　
総
務
課
総
務
班

　
　

☎
４
２
︱
２
１
１
２

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係
団
体
と
協

力
し
て
、
不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で
あ
る
軽

油
引
取
税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油

に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製

造
さ
れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正
軽

油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行

為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
や
エ
ン
ジ
ン
故

障
の
原
因
、
公
正
な
市
場
競
争
の
阻

害
、
更
に
は
暴
力
団
の
資
金
源
に
も
な

り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な

い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
。」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県

民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の

地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問　
県
庁
総
務
部
税
務
課

　
　

☎
024


︱
521


︱
7205




　
　

℻
024


︱
521


︱
7905




10
月
は
「
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
」
で
す

問　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
９
︱
5261




　
　

℻
0242



︱
２
９
︱
523


９

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

⃝

対
象

　

柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

⃝

日
時

　

10
月
20
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

⃝

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

⃝

予
約
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時
ま
で

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催

　

日
の
前
日
午
後
3
時
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
窓

口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

問　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
　

会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

予
約
専
用
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
４
︱
０
７
１
０

風
評
被
害
に
関
す
る

損
害
賠
償
相
談
会

問　宮下病院　℡ 0241－52－2321

情報
プラザ
Information

宮 下 病 院 だ よ り

～診療日記～
内科　愛澤 正人

　御存知の方も多いかとは思います
が、先日国立がん研究センターから、
大腸がんにかかる人の数が、胃がん、肺がんを抜
いて １ 位になったとの発表がありました。それに
伴い、死亡率も上昇しております。私も日々診療
しておりますが、確実に大腸がんは増えてきてい
る印象です。
　がん…という病名を聞くと、治らないとお考え
の方もいらっしゃるかもしれません。実際に、肺
がんやすい臓がんなどは、発見も難しい上に進行
して発見された場合治療も難しい事が多いです。
しかし、大腸がんに関しては、早期に発見できれば
9割完治できる癌なのです。以前から、大腸がん検診
を勧めさせていただいておりますが、やはり、早
期発見には大腸カメラで実際に見るのが一番です。
　検査に対する疑問や不安など、可能な範囲で対
応致しますので、どうぞお気軽にお尋ね下さい。
40歳以上はがん検診を、そして、機会があれば大
腸カメラをやって頂いて、早期発見、早期治療を
目指しましょう。

問　会津坂下消防署柳津出張所　42－2150

消防署からのお願い
注意喚起
ノロウイルスによる食中毒にご注意ください！
【ノロウイルスによる食中毒とは？】
主な症状は、下痢、吐気、嘔吐、腹痛、発熱等で風邪
の症状に似ています。
ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染
し、ウイルスが体内に取りこまれてから、24 ～ 48時
間で発症します。
ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は冬場に
多く発生する傾向があります。
保育園、学校、福祉施設などで発生した場合には、食
中毒の他に人から人への感染（二次感染）も加わり、
集団発生につながることがあるので注意が必要です。

【どうやって予防するの？】
〈基本は手洗いです！！〉
トイレの後、調理をする際、食事の前には、特によく
手を洗いましょう。
ノロウイルスの場合は、ノロウイルスに感染した人の
ふん便やおう吐物からの二次感染や、人から人への感
染もあります。
生肉にさわった手や調理器具は、十分に洗ってから次
の調理をしましょう。

ちょっと待って！！あなたのお家は大丈夫！？
　住宅火災警報器のバッテリーは10年が交換目安で
す。早いお宅ですと10年経過している可能性も！？
　バッテリーの交換も大事ですが、この機会に点検し
ましょう。万が一のために備えを！！！！

火災・救急・救助は『119番』

柳津町臨時職員募集のお知らせ
　下記のとおり臨時職員を募集しますので、希望
される方はお申し込みください。
作 業 内 容 国勢調査の調査票の内容確認及び集計等
募 集 人 員 １名
雇 用 期 間 平成27年11月 2 日（火）～平成27年11月30日（月）

条件（資格）・柳津町に住所がある方　・18歳以上の方
・パソコン操作（ワード・エクセル）ができる方

申 込 期 限 平成27年10月13日（火）必着

申込書類等

( 1 )柳津町臨時職員申込書
( 2 )履歴書
※臨時職員申込書及び履歴書は総務課及び
西山支所窓口にあります。

勤 務 条 件

・賃金は「柳津町賃金支弁職員雇用等管理
規程」によります。
・この外の勤務条件については、「柳津町
賃金支弁職員雇用等管理規程」等により雇
用します。

申 込 方 法 総務課まで直接持参するか、又は郵送して
ください。

採 用 決 定 書類選考により採用予定者を決定し、10月
23日頃までに通知いたします。

申込・
問い合わせ先

柳津町役場　総務課企画財政班
〒969-7201　柳津町大字柳津字下平乙234番地
　　　　　　電話 42-2112

そ の 他 採用者については、後日「雇用通知書」を
送付いたします。
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第 ７回柳津クラブ杯争奪軟式野球大会
　 8月30日（日）柳津運動公園グラウンドにおいて、第 ７回柳津クラブ杯争
奪軟式野球大会が開催されました。
　市町村対抗軟式野球大会前としては最
後の大会で柳津町が見事に優勝を果たし
ました。
【大会結果】
優勝：柳津町　準優勝：金山町
第 ３位：三島町

行事の予定
10

人の動き 3,676人（－15）／男1,797人（－4）／女1,879人（－11）／世帯数1,305戸（－5）
平成27年 9 月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

町小学校陸上記
録会
ライオンズクラ
ブ例会

西中 ２ 学期中間
テスト

柳津・西山保育
所合同大運動会

柳中 ２ 学期中間
テスト
スポーツ推進委
員会定例会（BG
ミーティングル
ーム）（18：30）

柳小就学時健康
診断

圓藏寺鎮守龍蔵
権現祭礼

第６８回西山地区
町民大運動会
人形塚供養祭・
全国地域安全運
動（～ 20日）

体育の日
西山地区町民大
運動会予備日

楽関スクール
（西セ）（13：30）

３ 歳児健診（銀）
（13：00）

健幸クラブ
（西セ）（10：00）
楽 関 ス ク ー ル

（銀）（13：00）
ライオンズ
クラブ例会

第１５回健康福祉
まつり
西小きらきらフェス
タ・PTA奉仕作業
親 子 で 遊 ぼ う

（9：30）

総合健診（ふれ）

乳がん検診
（西セ）
西小振替休業日

乳がん検診
（～２１日）（銀）

健 幸 ク ラ ブ
（銀）（10：00）

柳小収穫感謝祭
西中文化祭

秋季検閲式
柳中文化祭

第３６回柳津町高
齢者スポーツ大会

（すぱーく柳津）
集合8：30 ～
開会9：00 ～
柳小・中、西中
振替休業日

ファミリーシア
ター（音楽鑑賞）
乳がん検診（銀）

西小就学時健康
診断
乳 児 健 康 相 談

（銀）（13：00）

両沼中教研二次
研
柳 津 保 育 所 フ
リー参観（～３０
日）

柳中校内駅伝、
野外活動

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30〜　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30〜　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

寄
　
　
付

戸
籍
の
窓

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
8
月
分
・
敬
称
略
）

■
柳
津
町
へ

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　

金　

子　

平
八
郎　
（
東
京
都
）

（
8
月
1
日
～
8
月
31
日
届
出・敬
称
略
）

■
ご
逝
去

　

星　
　
　

良　

子　

83　
（
芋
小
屋
）

　

長
谷
川　

正　

意　

92　
（
湯
八
木
沢
）

　

二　

瓶　

幸　

子　

79　
（
胄　

中
）

　

秋　

山　

忠　

志　

74　
（
砂
子
原
）

　

鈴　

木　

ト　

メ　

89　
（
石　

神
）

　

小　

貫　

タ
ケ
ヨ　

99　
（
野
老
沢
）

　

土　

橋　

ス
ミ
ヨ　

90　
（
琵
琶
首
）

　

鈴　

木　

シ
ケ
オ　

97　
（
野
老
沢
）

　

鈴　

木　

敬　

之　

64　
（
琵
琶
首
）

■
ご
結
婚

　

目　

黒　

常　

仁　
（
三
島
町
）

　
（
渡
部
）　　
　

麗　
（
柳
ヶ
丘
）

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：11月 2 日（月）
町県民税	 第３期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）	第３期
※口座振替納入の方は26日（月）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎４２-２１１３

10　月
休日当番医（変更になる場合があります）
４日
（日）

荒井医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2224

11日
（日）

遠山眼科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2011

12日
（月）

もこぬま内科消化器科医院
（会津美里町）

☎（0242）
56－5622

18日
（日）

小島原医院
（会津美里町）

☎（0242）
78－2056

25日
（日）

坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

ひ
さ
ご
吟
社九月

例
会

兼
題（
芒
・
爽
や
か
）

絵
手
紙
に
芒
数
本
さ
ら
り
描
く

�

泰
　
花
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　 ９ 月 ６ 日（日）柳津運動公園グラウンドにおいて、平成２７年度第６１回柳津地区町民大運動会が開催さ
れました。
　運動会には１３チームが参加し、それぞれのチームが一丸となって優勝を目指しました。
　今年は郷戸チームが見事優勝を果たしました。
　運動会を通して町民のみなさんの親睦が深まり、地域力の向上につながったのではない
かと思います。


